
�　

私
が
俳
句
を
始
め
た
の
は
四
十
歳
代
半
ば
の
頃
。

出
張
の
途
中
で
買
っ
た
新
聞
の
俳
句
コ
ー
ナ
ー
に
目

が
留
ま
っ
た
。
最
小
限
の
言
葉
で
物
事
の
本
質
を
言

い
表
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

で
日
曜
日
の
俳
句
教
室
が
あ
る
こ
と
を
知
り
入
会
し

た
。そ
れ
ほ
ど
意
気
込
ん
で
始
め
た
訳
で
は
な
い
が
、

何
冊
か
ハ
ウ
ツ
ー
本
も
買
っ
た
。
俳
句
ら
し
き
も
の

を
作
り
始
め
た
数
か
月
後
の
あ
る
朝
、
突
然
私
は
思

い
出
し
た
。
四
十
歳
代
半
ば
の
父
が
川
柳
を
作
っ
て

い
た
こ
と
を
。

　

同
じ
よ
う
な
歳
に
川
柳
と
俳
句
の
違
い
は
あ
っ
て

も
、
同
じ
五
七
五
の
定
型
を
も
つ
文
学
に
親
し
ん
で

い
る
こ
と
。
そ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
意
識
し
た
こ
と
の

な
い
血
と
か
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
か
の
隠
れ
た
力
の
よ
う
な

も
の
。父
は
感
情
を
あ
ま
り
顔
に
出
さ
な
か
っ
た
し
、

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
た
思
い
出
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
れ
な
の
に
、
私
は
父
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
。

頭
の
中
に
横
溝
正
史
原
作
、映
画
「
犬
神
家
の
一
族
」

の
犬
神
佐
兵
衛
が
、
死
し
て
長
女
の
松
子
に
次
々
と

人
を
殺
め
る
呪
い
を
か
け
る
、
そ
ん
な
場
面
が
浮
か

ん
だ
。
ひ
え
ー
。
私
は
本
当
に
出
勤
途
中
の
近
所
の

小
学
校
の
前
で
声
を
上
げ
そ
う
に
な
っ
た
。
い
や
ま

て
。
こ
の
時
父
は
ま
だ
生
き
て
い
る
。

　

地
方
公
務
員
の
父
は
、
転
勤
先
の
稚
内
で
「
川
柳

宗
谷
」
と
い
う
句
会
に
所
属
し
て
い
た
。
日
曜
日
に

句
会
が
あ
り
、
帰
っ
て
く
る
と
句
会
報
の
ガ
リ
版
刷

り
の
原
稿
を
作
っ
て
い
た
。
父
は
役
所
が
出
す
表
彰

状
を
頼
ま
れ
て
書
く
ほ
ど
達
筆
だ
っ
た
。
川
柳
と
、

夕
飯
時
に
漬
物
名
人
の
母
が
作
る
料
理
を
肴
に
一
杯

の
酒
を
飲
む
こ
と
を
、
父
は
楽
し
ん
で
い
た
。

　

昭
和
四
十
一
年
に
稚
内
か
ら
浦
河
へ
、
そ
の
四
年

後
に
札
幌
へ
転
勤
に
な
っ
た
。
稚
内
を
離
れ
た
後
、

父
は
句
会
に
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
句
作
は
続
け
て

い
た
よ
う
だ
。平
成
二
十
一
年
に
父
が
亡
く
な
っ
て
、

父
自
作
自
筆
の
川
柳
を
書
き
留
め
た
五
冊
の
小
さ
な

本
を
形
見
代
わ
り
に
貰
っ
た
。「
眇
（
す
が
め
）」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
。

　
　

栄
転
も
左
遷
も
同
じ
驛
を
発
ち�

自
笑

　
「
自
笑
」
と
い
う
の
は
父
の
川
柳
の
号
で
あ
る
。

　

父
は
長
男
で
札
幌
に
老
い
た
両
親
の
い
る
実
家
が

あ
っ
た
か
ら
、
札
幌
が
転
勤
希
望
先
だ
っ
た
が
、
希

望
す
る
転
勤
先
に
希
望
す
る
ポ
ス
ト
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
札
幌
へ
の
転
勤
は
叶
っ
た
が
希
望
す
る
ポ

ス
ト
で
は
な
か
っ
た
、
と
後
に
母
か
ら
聞
い
た
。

　
　

便
利
屋
で
た
ら
い
廻
し
と
い
う
浮
き
目�

自
笑

　
　

野
球
な
ら
ま
た
残
塁
と
い
う
ポ
ス
ト

　

う
ま
い
下
手
の
判
断
は
さ
て
お
き
、
世
の
中
を
上

目
遣
い
で
眺
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
の
典
型
で
あ

ろ
う
。
他
人
の
作
な
ら
ア
ハ
ア
ハ
笑
っ
て
い
ら
れ
る

が
、
わ
が
父
の
作
と
な
る
と
汗
顔
も
の
で
あ
る
。

　

父
の
葬
儀
で
「
出
棺
い
た
し
ま
す
。
最
後
の
お
別

れ
を
し
て
下
さ
い
」
の
声
を
聞
い
た
と
き
、
私
の
喉

の
奥
か
ら
、
う
う
っ
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
き
た
。

止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
私
は
し
ゃ
く
り
あ
げ
て
泣

い
た
。
な
ぜ
か
母
が
亡
く
な
っ
た
と
き
も
、
夫
が
亡

く
な
っ
た
と
き
も
、
私
は
泣
け
な
か
っ
た
。

　

お
父
さ
ん
、
真
面
目
だ
っ
た
け
ど
出
世
と
は
縁
遠

い
人
生
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
ね
。
で
も
、
私
に
詩

歌
や
言
葉
に
対
し
て
、
何
か
を
感
じ
る
心
だ
け
は
残

し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
よ
。
私
が
そ
ち
ら
へ
行
っ
た

と
き
に
は
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
川
柳
と

俳
句
の
話
を
し
よ
う
よ
。

　
　

古
鞄
縫
い
目
か
ら
夢
こ
ぼ
れ
落
ち�

自
笑

　
　
茄
子
漬
や
父
の
川
柳
わ
が
俳
句�

満
子

�

（
あ
べ
・
み
ち
こ
）
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薄
曇
り
の
当
日
、
会
場
に
は
会
員
五
〇
名
が
集
っ

た
。
司
会
は
事
務
局
長
Ｆ
よ
し
と
氏
。
事
業
部
長
中

田
琢
志
氏
の
開
会
の
言
葉
に
つ
づ
く
五
十
嵐
秀
彦
会

長
の
挨
拶
で
は
、
中
北
海
道
現
代
俳
句
協
会
成
立
当

時
を
知
る
者
は
ほ
ぼ
い
な
く
な
っ
た
が
、
継
承
し
て

い
く
べ
き
精
神
が
あ
る
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

講
演
は
北
海
道
芸
術
文
化
ア
ー
カ
イ
ヴ
セ
ン
タ
ー

代
表
／
事
務
局
長
の
古
家
昌
伸
氏
。
演
題
は
「
俳
句

年
鑑
を
読
む
～
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
愉
し
み
」。
文
芸
の

記
録
と
批
評
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
話
に
始
ま
り
、

北
海
道
俳
句
年
鑑
創
刊
の
頃
の
こ
と
、
一
九
五
五
年

当
時
の
北
海
道
俳
壇
の
こ
と
等
を
語
ら
れ
、
最
後
に

年
鑑
の
現
在
の
状
況
に
触
れ
ら
れ
た
。

　

次
に
、
永
野
照
子
顧
問
の
第
四
十
五
回
北
海
道
現

代
俳
句
協
会
鮫
島
賞
受
賞
が
紹
介
さ
れ
、
氏
の
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
阿
部
満
子
氏
か
ら
花
束

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

俳
句
大
会
は
、
五
十
嵐
会
長
、
永
野
顧
問
、
松
王

か
を
り
・
瀬
戸
優
理
子
両
副
会
長
、
特
別
選
者
・
古

家
氏
の
講
評
の
後
、
青
山
酔
鳴
氏
の
披
講
の
も
と
顕

彰
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
第
二
十
五
回
中
北
海
道

現
代
俳
句
賞
の
表
彰
。
今
回
の
受
賞
者
は
Ｆ
よ
し
と

氏
。
選
考
委
員
長
・
齋
藤
雅
美
氏
に
よ
る
選
考
経
過

報
告
の
後
、ペ
ガ
サ
ス
札
幌
句
会
の
村
瀬
ふ
み
や
氏
、

【itak

】
と
雪
華
俳
句
会
の
青
山
氏
か
ら
花
束
が
贈
呈

さ
れ
た
。
最
後
に
東
北
海
道
現
代
俳
句
協
会
会
長
の

石
川
青
狼
氏
か
ら
、
六
月
開
催
の
北
海
道
現
代
俳
句

大
会
へ
の
投
句
お
よ
び
参
加
の
お
誘
い
が
あ
っ
た
。

　

懇
親
会
は
、
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
。
参
加

者
三
十
三
名
。
司
会
は
参
与
・
石
本
雪
鬼
氏
。
五
十

嵐
会
長
の
挨
拶
、
監
査
・
齋
藤
氏
の
乾
杯
の
後
、
和

洋
中
華
の
会
食
を
楽
し
み
な
が
ら
、
活
発
に
交
流
を

行
っ
た
。
Ｆ
氏
の
御
開
き
の
乾
杯
と
中
田
氏
の
閉
会

の
言
葉
を
も
っ
て
宴
を
終
え
た
。

（
や
す
だ
・
な
か
ひ
こ　
「
香
天
」
同
人
）

大
会
賞
一
位　

�

　

帯
広
市　

松　

原　

静　

子

　
　

日
向
ぼ
こ
少
し
壊
れ
た
人
と
い
る

大
会
賞
二
位　

�

　

札
幌
市　

大
河
原　

倫　

子

　
　

白
詰
草
嬰
は
地
球
を
ま
る
く
這
ひ　

大
会
賞
三
位　

�
　

江
別
市　

長　

野　

君　

代

　
　

大
白
鳥
や
ま
と
こ
と
ば
へ
着
水
す

雪　

嶺　

賞　

�

　

札
幌
市　

永　

野　

照　

子

　
　

鉄
線
花
か
す
か
に
風
の
錆
び
て
ゐ
る

樅　
　
　

賞　

�

　

札
幌
市　

阿　

部　

満　

子

　
　

青
空
は
死
者
に
開
け
て
そ
ば
の
花

草 

木 

舎 

賞　

�

　

札
幌
市　

嶌　

田　

康　

之

　
　

冬
日
や
わ
ら
か
顔
見
せ
に
来
た
だ
け
の
人

ア
ジ
ー
ル
賞　

�

　

札
幌
市　

林　
　
　

冬　

美

　
　

沈
黙
は
言
葉
の
一
つ
雪
深
し

雪　

華　

賞　

�

　

札
幌
市　

平　

尾　

知　

子

　
　

手
回
し
の
鉛
筆
削
り
一
葉
忌

佳　

作　

賞　

�

札
幌
市　

中　

田　

眞
知
子

　
　

水
中
花
彼
の
世
へ
水
を
入
れ
替
へ
て

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
樽
市　

高　

畠　

葉　

子

　
　

ソ
ー
ダ
水
こ
こ
か
ら
海
を
始
め
ま
す

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
幌
町　

瀬　

戸　

優
理
子

　
　

白
鳥
が
次
々
進
路
相
談
室

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

小　

川　
　
　

桂

　
　

手
袋
越
し
の
握
手
で
し
た
故
郷
は

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

風　

花　

美　

絵

　
　

凍
鶴
や
布
巾
は
白
く
畳
ま
れ
る

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

長　

田　

明　

美

　
　

ま
た
ね
と
は
曖
昧
な
の
よ
桃
を
食
む

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

遠　

藤　

由
紀
子

　
　

青
空
へ
免
許
返
納
木
の
芽
風

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
歳
市　

久　

才　

透　

子

　
　

月
白
や
海
へ
と
つ
づ
く
馬
柵
ひ
く
く

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

松　

王　

か
を
り

　
　

葛
湯
吹
く
論
破
の
果
て
の
さ
び
し
さ
に

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

倉　

部　

仁　

子

　
　

雪
し
づ
か
終
の
栖
の
太
柱

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

菅　

井　

美
奈
子

　
　

星
冴
ゆ
る
未
完
の
馬
の
嘶
い
て

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

安　

田　

中　

彦

　
　

百
年
を
小
樽
に
生
き
て
日
向
ぼ
こ

�

札
幌
市　

加　

藤　

由　

花

　
　

坂
道
を
上
り
銀
河
の
祖
父
の
家

2

第
三
十
四
回

　
中
北
海
道
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代
俳
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大
会
報
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安
　
田
　
中
　
彦
Ｒ7. ４. ６（日）
於 かでる２・７
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三
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※
一
人
一
賞
の
た
め
賞
外

�

札
幌
市　

永　

野　

照　

子

　
　

語
尾
ゆ
る
む
母
の
形
見
に
着
ぶ
く
れ
て

�

札
幌
市　

永　

野　

照　

子

　
　

ゆ
く
秋
へ
付
箋
を
つ
け
て
あ
る
ペ
ー
ジ

�
札
幌
市　

永　

野　

照　

子

　
　

秋
蝶
の
空
深
く
し
て
連
写
音

�

札
幌
市　

中　

田　

眞
知
子

　
　

ふ
る
さ
と
の
空
気
を
孕
み
春
キ
ャ
ベ
ツ

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

嶌　

田　

康　

之　

　
　

小
春
な
り
レ
ジ
の
少
女
の
浜
訛
り

札
幌
市
長
賞　
　

�

札
幌
市　

荒　

川　

弘　

子

　
　

武
者
絵
凧
大
見
得
切
つ
て
墜
落
す

朝
日
新
聞
北
海
道
支
社
賞�

札
幌
市　

腰　

崎　

玲　

子

　
　

予
後
の
掌
に
命
の
重
さ
寒
卵

北
海
道
俳
句
協
会
賞
五
位�
札
幌
市　

平　

尾　

知　

子

　
　

草
刈
っ
て
先
生
の
声
よ
く
通
る

北
海
道
俳
句
協
会
賞
六
位�

札
幌
市　

信　

藤　

詔　

子

　
　

霧
よ
り
も
濃
く
少
年
靴
の
音

※
一
人
一
賞
の
た
め
賞
外

�

札
幌
市　

平　

尾　

知　

子

　
　

大
夕
立
岬
の
馬
を
丸
洗
い

�

（
令
和
七
年
六
月
七
日
／
か
で
る
２
・７
）

　

会
員
内
外
の
み
な
さ
ま
よ
り
数
多
く
の
大
会
出
句
を

頂
き
、
ま
た
当
日
も
大
勢
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ

と
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。�

（
事
業
部
一
同
）

3

北
海
道
俳
句
協
会

　

第
七
十
回
全
道
俳
句
大
会

 

入
賞
作
品（
関
係
分
）

講演会での古家昌伸氏。プロジェクターで次々と資料が
掲示される。

全道俳句大会『俳句の現在―2025年』を講演する
一般社団法人現代俳句協会副会長の小林貴子氏。

第35回 北海道現代俳句大会のご案内
（北北海道現代俳句協会主管）

◇ 日　　時 令和８年６月14日（日）13時より　大会会費　1,000円
◇ 場　　所 旭川トーヨーホテル（旭川市７条７丁目右１号）

℡ 0166-25-7575
◇ 講　　演 家藤　正人�氏（俳人・株式会社夏井＆カンパニー）　　演題「未　定」
◇ 講　　評 道内主要作家
◇ 応募規定 ２句１組 1,000円　所定用紙または原稿用紙を使用、投句料は作品に同封のこと
◇ 応 募 先 〒078-8320　旭川市神楽岡10条１丁目２-２　　加藤ひろみ
◇ 出句締切 令和８年３月末頃（詳細未定）
◇ 懇 親 会 大会後同会場にて　懇親会費未定（当日受付にて）

◆ 詳細は引き続き会報105号・106号にてお知らせいたします ◆



　

東
北
海
道
現
代
俳
句
協
会
主
管
の
第
三
十
四
回
北

海
道
現
代
俳
句
大
会
が
釧
路
に
て
開
催
さ
れ
、
全
道

各
地
か
ら
五
十
三
名
、
中
北
海
道
現
代
俳
句
協
会
か

ら
は
会
長
他
一
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
北
海
道

現
代
俳
句
協
会
の
石
川
青
狼
会
長
の
お
心
遣
い
と
夏

の
釧
路
に
は
珍
し
い
晴
天
に
も
恵
ま
れ
て
、
た
い
へ

ん
充
実
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
秀
彦
中
北
海
道
現
代
俳
句
協
会
会
長
の

「
飛
ば
な
い
鳥
は
飛
べ
な
い
鳥
～
俳
句
を
〈
読
む
〉

と
い
う
こ
と
～
」
と
題
し
た
講
演
は
、
そ
の
タ
イ
ト

ル
通
り
た
い
へ
ん
刺
激
的
で
、
示
唆
に
富
む
も
の
で

し
た
。
俳
句
は
季
語
の
力
を
借
り
た
十
七
音
の
象
徴

詩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
読
み
」
が
あ
っ

て
こ
そ
作
品
は
完
成
す
る
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
、

俳
人
は
自
分
の
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の

俳
句
に
興
味
を
持
ち
、
鑑
賞
す
る
こ
と
で
自
分
と
向

き
合
う
面
白
さ
を
味
わ
い
、
自
分
の
世
界
を
拡
げ
て

行
く
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
ど
。
石
川
青
狼

会
長
と
の
丁
々
発
止
の
や
り
取
り
も
あ
り
、
熱
の
こ

も
っ
た
話
ぶ
り
に
す
っ
か
り
惹
き
つ
け
ら
れ
、
瞬
く

間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
俳
句
大
会
で
は
、投
句
総
数
一
三
三
名
、

五
四
六
句
の
中
か
ら
、
二
十
三
名
の
入
賞
作
品
の
披

講
と
顕
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
別
室
に
会
場
を
移
し

て
の
懇
親
会
に
は
三
〇
名
が
参
加
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
石
川
青
狼
会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、東
・

南
・
中
北
海
道
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ピ
ー
チ
も
和
や
か

に
、
最
後
は
来
年
の
大
会
を
主
管
す
る
北
北
海
道
現

代
俳
句
協
会
・
加
藤
ひ
ろ
み
事
務
局
長
の
挨
拶
で
再

会
を
約
束
し
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
な
か
む
ら
・
み
ず
ほ　
「
雪
華
」
同
人
）

第　

一　

位　

�

札
幌
市　

石　

井　

美　

髯

　
　

早
春
を
食
べ
る
分
だ
け
採
り
に
行
く

佳　

作　

賞　
　
　
　

�

札
幌
市　

信　

藤　

詔　

子

　
　

蜃
気
楼
こ
の
世
に
も
ど
る
と
こ
ろ
な
し

�

　
　

札
幌
市　

安　

田　

中　

彦

　
　

夜
の
蟬
脳
は
扉
の
多
き
部
屋

　

�

　
　
　

札
幌
市　

小　

川　
　
　

桂

　
　

ピ
ー
マ
ン
縦
割
り｢

叫
び｣

の
顔
が
十
個
ほ
ど

�
　
　
　

札
幌
市　

今　

堀　

冷　

子

　
　

白
牡
丹
か
す
か
に
嘘
の
匂
い
す
る

�

　

札
幌
市　

古　

川　
　
　

和

　
　

噴
水
や
ベ
ン
チ
に
あ
ま
た
人
の
殻

�

　
　

札
幌
市　

井　

尾　

良　

子

　
　

し
わ
く
ち
ゃ
な
昨
日
を
伸
ば
し
さ
く
ら
餠

�

　
　

札
幌
市　

近　

藤　

由
香
子

　
　

ヒ
ト
と
い
ふ
鬼
が
鬼
役
鬼
や
ら
ひ

※
一
人
一
賞
の
た
め
賞
外�

札
幌
市　

小　

川　
　
　

桂

　
　

合
掌
は
卵
の
か
た
ち
海
明
け
る

◆
◇　

道
内
各
地
区
現
代
俳
句
大
会　

◇
◆

北
北
海
道
現
代
俳
句
協
会
会
長
賞�

�

札
幌
市　

藤　

原　

ハ
ル
ミ

　
　

雁
渡
る
星
座
の
や
う
な
廃
線
図

細
氷
賞　

�

　
　

比
布
町　

村　
　
　

一　

草

　
　

流
氷
の
近
づ
く
醬
油
差
し
に
罅

（
令
和
七
年
四
月
二
〇
日
／
と
き
わ
市
民
ホ
ー
ル
）

4

Ｒ7. ６. ８（日）
於 釧路センチュリー
キャッスルホテル

東
北
海
道
現
代
俳
句
協
会
主
管

　
第
三
十
四
回
北
海
道
現
代
俳
句
大
会
報
告
記

中
　
村
　
み
ず
ほ

第
三
十
四
回　

北
海
道
現
代
俳
句
大
会

 

　

入
賞
作
品（
関
係
分
）

第
三
十
五
回　

北
北
海
道
現
代
俳
句
大
会

 

　

入
賞
作
品（
関
係
分
）

講演の五十嵐秀彦当会会長

細氷賞の村　一草氏

会長賞の藤原ハルミ氏

第一位の石井美髯氏と
石川青狼東現俳会長



　

去
る
一
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
北
海
道
俳
句
協
会
の

各
賞
選
考
会
に
於
い
て
、
中
北
海
道
現
代
俳
句
協
会
顧

問
・
永
野
照
子
氏
の
第
三
句
集
『
遠
い
こ
だ
ま
』
が
、

第
四
十
五
回
鮫
島
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
以
下
に
自
選
四
〇
句
を
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　
『
遠
い
こ
だ
ま
』�

永　

野　

照　

子

春
の
卵
遠
い
こ
だ
ま
を
聴
い
て
ゐ
る

物
の
芽
も
刃
物
も
雫
こ
ぼ
し
け
り

二
月
風
葬
三
月
鳥
葬
金
平
糖

月
お
ぼ
ろ
魂
を
舂
づ
く
鳥
の
ゐ
て

松
籟
の
を
ち
か
た
に
あ
り
更
衣

水
底
へ
つ
づ
く
階
段
盆
用
意

一
體
の
鹿
運
ば
れ
て
昼
の
月

襤
褸
市
の
葡
萄
唐
草
蚯
蚓
鳴
く

弔
問
の
語
尾
鶏
頭
の
襞
に
消
え

水
の
上
の
し
づ
か
な
疲
れ
蓮
の
実�

言
葉
ま
だ
使
は
ず
に
ゐ
る
雪
蛍�

切
り
取
り
線
は
づ
れ
海
鼠
の
蹲
る

銀
の
音
叉
に
か
ら
み
蛇
の
衣

顔
剃
つ
て
眉
の
残
り
し
半
夏
生

大
寒
の
湖
底
に
水
の
横
た
は
る

涅
槃
会
や
人
と
柱
と
凭
れ
合
ふ

花
お
ぼ
ろ
削
り
眼
の
削
り
仏

列
島
炎
暑
し
づ
か
に
篩
ふ
薄
力
粉�

瓶
の
も
の
瓶
へ
移
し
て
秋
初
め

柿
簾
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
日
の
射
し
て

月
光
を
た
つ
ぷ
り
広
口
硝
子
瓶�

ふ
く
ろ
ふ
の
重
さ
ふ
く
ろ
ふ
写
真
集

歳
晩
の
キ
ッ
チ
ン
猫
の
手
の
行
き
交
ふ�

お
ほ
ぜ
い
と
ゐ
る
や
う
に
雛
飾
り
け
り

連
翹
明
か
り
厨
明
か
り
へ
つ
な
が
れ
り

遺
さ
れ
し
手
帳
に
木
の
名
小
鳥
来
る�

大
枯
野
風
も
私
も
遺
失
物�

海
坂
へ
さ
し
か
か
り
た
る
白
日
傘�

胡
瓜
揉
む
生
者
あ
つ
ま
る
寂
し
さ
に�

調
弦
の
始
ま
つ
て
ゐ
る
芒
か
な�

胡
桃
落
つ
す
こ
し
跳
躍
し
て
老
人�

流
氷
を
敷
き
つ
め
ス
プ
ー
ン
に
あ
る
磁
力�

右
心
室
わ
す
れ
な
ぐ
さ
が
咲
い
て
ゐ
る

高
架
ま
だ
脚
の
み
サ
ビ
タ
の
花
に
雨�

鉄
瓶
の
鉄
匂
ひ
け
り
原
爆
忌�

馬
の
瞳
の
枯
野
誰
か
が
入
り
行
く

海
明
け
や
ブ
ー
ケ
・
ガ
ル
ニ
を
引
き
あ
げ
る

花
な
づ
な
柩
ひ
と
り
分
の
深
さ�

砂
時
計
の
砂
に
地
平
の
あ
る
冬
至�

橋
向
か
う
に
日
差
し
の
動
く
冬
す
み
れ

印刷・製本（株）アイワード

5

令和７年度中北海道現代俳句協会
「 俳 句 研 究 交 流 句 会 」 の ご 案 内

〈 事前投句とし、当日は選句・選評に十分な時間を割きます 〉

１ 日　　時 令和７年８月30日（土）受付開始11時30分・開会12時・閉会15時40分ころ
２ 会　　場 かでる２・７　520研修室　札幌市中央区北２条西７丁目　℡ 011-204-5100

※昼食は各自お済ませ下さい
３ 出句締切 令和７年８月12日（火）消印有効
４ 会　　費 1,000円（当日受付・学生無料）
５ 問 合 先 組�織�活�動�部　鹿岡真知子　℡ 011-694-6075

または事務局　Ｆ�よ�し�と　℡ 011-641-1007
６ 送 付 先 〒005-0022　札幌市南区真駒内柏丘1-6-7　近藤由香子　℡ 011-584-0234

第
四
十
五
回
鮫
島
賞 

北
海
道
俳
句
協
会



伊　

藤　

凍　

魚

南　
　
　

利　

一

略
歴　

明
治
三
一
年
～
昭
和
三
八
年
、
享
年
六
四
。
会
津
若
松

生
ま
れ
。
原
石
鼎
に
師
事
し
「
鹿
火
屋
」「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
投

句
。
大
正
十
四
年
、樺
太
で
「
氷
下
魚
」
を
創
刊
。
昭
和
二
〇
年
、

上
京
中
に
終
戦
と
な
り
樺
太
に
戻
れ
ず
札
幌
に
居
住
。
昭
和
二

五
年
、
飯
田
蛇
笏
来
道
時
随
伴
以
後
師
事
し
「
雲
母
」
同
人
。

昭
和
二
九
年
、
比
良
暮
雪
ら
と
と
も
に
「
氷
下
魚
」
復
刊
。
北

方
俳
句
の
拠
点
と
し
て
支
持
を
得
た
。
北
海
道
新
聞
俳
壇
選
者
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
聴
取
者
文
芸
選
評
担
当
。
句
集『
花
樺
』『
氷
下
魚
』ほ
か
。

略
歴　

大
正
九
年
～
平
成
二
一
年
、
享
年
九
一
。
札
幌
市
生
ま

れ
。
昭
和
二
一
年
復
員
待
機
中
よ
り
句
作
開
始
。
昭
和
二
二
年

「
青
炎
」
入
会
、富
岡
木
之
介
に
学
ぶ
。
昭
和
二
六
年
「
氷
原
帶
」

入
会
、
編
集
同
人
と
な
り
細
谷
源
二
に
師
事
。
三
一
年
「
氷
原

帶
」
で
親
交
を
深
め
た
北
光
星
ら
と
共
に
同
人
誌
「
礫
」
創
刊
。

三
二
年
、
家
業
の
馬
鈴
づ
く
り
と
転
職
後
の
屑
屋
の
境
涯
を
詠

ん
だ
第
一
句
集
『
鈴
師
』
刊
行
、
注
目
を
得
る
。
四
九
年
第
二

句
集
『
青
い
鸚
鵡
』。
五
〇
年
札
幌
市
民
文
化
奨
励
賞
受
賞
。

も
の
の
芽
の
雪
降
る
と
き
も
旺
ん
な
り

お
の
づ
か
ら
空
に
み
ち
あ
り
鳥
わ
た
る

沼
の
辺
の
み
ち
や
は
ら
か
く
水
芭
蕉

霧
あ
げ
て
山
霊
あ
そ
ぶ
駒
草
に

樺
太
を
浄
め
の
雪
や
神
の
旅

�

「
雪
華
」　

五
十
嵐　

秀　

彦　

抄
出

童
話
め
く
け
ど
雪
に
灯
し
て
鈴
造
る

犬
に
曳
か
せ
暁
星
拾
い
屑
ひ
ろ
い

歩
道
の
凍
て
善
人
に
し
て
よ
く
転
ぶ

青
い
茶
房
の
青
い
鸚
鵡
は
別
れ
の
鳥

旱
天
の
素
早
い
濡
れ
場
人
形
劇

�

「
ペ
ガ
サ
ス
」　

瀬　

戸　

優
理
子　

抄
出

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
少
女
起
立
し
つ
つ
春
の
沖
に
あ
り�

五
十
嵐　

秀　

彦

荷
風
忌
の
紅
茶
に
混
ぜ
る
角
砂
糖�

Ｆ　

よ　

し　

と

猫
や
な
ぎ
飢
餓
の
子
ど
も
の
い
る
世
界�

芳　

賀　

た
か
こ

鵲
の
声
に
驚
く
杜
甫
の
春�

谷　
　
　

花　

丸

偏
愛
は
無
茶
を
通
し
て
よ
な
ぐ
も
り�

近　

藤　

由
香
子

夜
の
風
だ
ん
だ
ん
強
く
亀
鳴
け
り�

林　
　
　

冬　

美

心
身
の
健
康
測
る
お
茶
の
味�

石　

本　

雪　

鬼

曲
水
や
電
子
辞
書
で
は
間
に
合
は
ず�

中　

本　

伸　

一

夕
が
す
み
橋
の
消
失
点
は
黄
泉�

増　

田　

植　

歌

潦
ビ
ル
の
深
さ
の
春
の
雲�

荒　

舩　

青　

嶺

茶
番
劇
眺
め
て
ゐ
た
る
春
炬
燵�

松　

山　

り　

さ

囀
り
の
の
び
ら
か
に
抹
茶
カ
フ
ェ
の
町�

村　

瀬　

ふ
み
や

崩
壊
の
蜂
の
古
巣
の
殻
拾
ふ�

加　

藤　

寒　

月

春
愁
や
電
話
ボ
ッ
ク
ス
繭
め
き
て�

藤　

原　

ハ
ル
ミ

茶
箪
笥
の
奥
に
隠
し
た
桜
餅�

中　

村　

み
ず
ほ

ゆ
き
げ
ゆ
り
咲
か
せ
北
大
植
物
園�

青　

山　

酔　

鳴

青のフロントご案内

日　

時　

偶
数
月
第
二
土
曜
日
午
後
一
～
四
時

会　

場　

か
で
る
2
・
7　

当
日
参
加
可

席
題
有　

当
季
雑
詠
三
句

問
合
先　

五
十
嵐
秀
彦

T
E
L　

〇

一
一–

八
五
二–

七
〇
一
四

会
員
以
外
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

6

〈第31回��東北海道現代俳句大会〉
１ 日　時 令和８年４月19日（日）（時刻未定）
２ 会　場 釧路市内（会場未定）
３ 講　演 石川青狼氏・粥川青猿氏　　

演題「鈴木八駛郎を語る（仮題）」
４ 出　句 令和７年12月応募開始～令和８年

１月下旬頃締切�※詳細決定次第ご案内
５ 出句先 〒088-0612��釧路郡釧路町雁来１-34�

西村奈津方　℡ 0154-36-7823
６ 問合先 〒084-0903��釧路市昭和町2-15-4

鮒橋郁香方　℡ 0154-55-4588
　　　　　　FAX 0154-68-4018

〈第35回��中北海道現代俳句大会〉
１ 日　時 令和８年４月５日（日）13時より
２ 会　場 かでる２・７ �710号室 �中央区北２条西７丁目
３ 会　費 大会費：1,000円　当日支払（学生無料）
４ 講　演 未　定　　演題「未　定」
５ 講　評 道内外主要作家
６ 出　句 令和７年12月応募開始～令和８年

１月中旬頃締切�※詳細決定次第ご案内
７ 問合先 〒062-0020

札幌市豊平区月寒中央通10丁目1-1-301
中田琢志方　℡ 090-3898-2322

○ 第26回中北海道現代俳句協会賞顕彰も行います

〔
青
の
フ
ロ
ン
ト 

四
月
〕
佳
句
抜
粋

※懇親会等の詳細はどちらも引き続き会報105号・106号にてお知らせいたします



前号訂正：会報103号2ページ表中の作品名は「すこ
し後ろ」の誤りでした。謹んで訂正いたします。

第2６回　中北海道現代俳句賞　作品募集
〈  応  募  要  領  〉

１ 応 募 作 品 題名をつけ、未発表20句（過去の応募作品の再応募は不可）
２ 募 集 期 限 令和７年12月15日消印まで
３ 募 集 対 象 令和７年11月15日現在、中北海道現代俳句協会会員の方　

または石狩空知後志振興局管内にお住まいの非会員の方
４ 応 募 用 紙 指定の用紙を使用　会員には会報104号に同封　

※�非会員の方は顕賞係へ返信用封筒に〒・住所・氏名を記載し�
切手貼付のうえ指定の用紙を請求下さい　

※�以下の協会HPからダウンロードも可能です（A4にて２枚）�
ht tps ://genda iha iku .g r . jp/a rea/naka -hokka ido/

５ 応 募 方 法 応募料3,000円を定額小替為、または現金書留にて指定用紙同封
６ 顕　　　彰 令和８年４月の中北海道現代俳句大会席上
７ 作品送付先 〒061-2284　札幌市南区藤野４条5-19-6　

菅井美奈子方　中北海道現代俳句協会　組織活動部行
８ 選　　　者 五十嵐秀彦・石川美智子・齋藤雅美・瀬戸優理子・松王かをり　以上５氏
９ 問　合　先 会　長　五十嵐秀彦　℡ 011-852-7014　

顕彰係　菅井美奈子　℡ 011-592-6426

幹　事　会　報　告
R７.５.22（木）かでる2・7  610会議室（12名）
1 第34回中北海道現代俳句大会報告（事業部）
2 令和７年度俳句研究交流句会（組織活動部）
3 第26回中北海道現代俳句賞（顕彰係）
4 会報104・105号（広報部）
5 三役・顧問／中現俳賞選考委員の会（事務局）
6 今年度の事業関係について（会長）
7 その他／会員動向他（事務局）

中北海道現代俳句協会
会費納入のお願い

当会年会費2,000円の納入は
振込です。手数料もご負担
下さい。口座番号は以下です。

02780–9–48961

中北海道現代俳句協会　入会のご案内
当協会にはお住まいの地域に関わらず入会頂けますが、その際
上記（一社）現代俳句協会の入会が必須条件です。ただし他の
地区協会にて既に（一社）現代俳句協会会員となっている場合、
重ねての入会は不要です。不明点は事務局にお尋ねください。

一般社団法人　現代俳句協会　入 会 の ご 案 内
（一社）現代俳句協会では、多くのみなさまのご入会をお待ちしております。

ご家族・ご友人にも是非ご紹介ください。

入会金・年会費など事務局までお問合せください。

〈入　　　会〉�
 橘　　弥生・黒田惠美子
〈退　　　会〉
 伊奈　青人・宮下芙紗子
 檜垣　桂子・平川　靖子

会員数105名（R７年６月現在）

会
　
員
　
動
　
向
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暑
さ
も
本
格
的
に
な
り
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
今
回
の

会
報
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
中
北
海
道
現
代
俳
句

協
会
の
事
業
は
前
半
の
総
会
及
び
大
会
が
終
了
し
、

今
後
は
俳
句
研
究
交
流
句
会
、
俳
句
カ
フ
ェ
、
中
北

海
道
現
代
俳
句
賞
の
募
集
な
ど
を
進
め
て
ゆ
く
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　

四
月
の
大
会
は
多
く
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
事
業
部
の
皆
様
、

参
加
頂
い
た
会
員
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
八
月
は
俳
句
研
究
交
流
句
会
、
十
一
月
は
俳

句
カ
フ
ェ
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
皆
様
の
ご
参
加
と
と
も
に
新
会

員
の
入
会
促
進
も
兼
ね
て
お
り
、皆
様
の
周
辺
で
俳
句

に
興
味
あ
る
方
が
お
ら
れ
れ
ば
是
非
と
も
ご
参
加
を

促
し
て
お
連
れ
頂
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

今
年
度
の
北
海
道
現
代
俳
句
大
会
に
て
当
協
会
会

員
の
石
井
美
髯
さ
ん
が
第
一
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
更
な
る
ご

活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
ま
た
他
地
区
の
大
会
や

イ
ベ
ン
ト
に
て
も
会
員
各
位
の
積
極
的
な
応
募
に
よ

り
入
賞
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。
当
協
会
大
会
に
て

も
他
地
区
か
ら
の
応
募
者
が
上
位
に
入
賞
し
て
お
り

各
地
区
各
協
会
の
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
る
機
会
と

思
え
ま
す
。
是
非
と
も
積
極
的
に
ご
参
加
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
報
一
〇
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
四
月
か
ら
始

ま
っ
た
各
地
区
大
会
や
様
々
な
結
社
・
協
会
の
大
会

な
ど
、
例
年
の
定
期
の
行
事
も
一
段
落
し
ま
し
た
。

今
号
に
大
会
記
や
入
賞
作
品
を
ま
と
め
て
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
中
北
海
道
現
代
俳

句
協
会
で
は
こ
の
あ
と
も
、
偶
数
月
に
青
の
フ
ロ
ン

ト
句
会
、
八
月
に
俳
句
研
究
交
流
句
会
、
十
一
月
に

俳
句
カ
フ
ェ
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
青
の
フ

ロ
ン
ト
は
当
日
席
題
あ
り
の
三
句
出
し
、
五
十
嵐
会

長
が
世
話
人
の
ご
く
一
般
的
な
句
会
で
す
。
俳
句
研

究
交
流
句
会
は
一
句
を
事
前
投
句
の
う
え
、
当
日
互

選
し
て
、
点
数
に
限
ら
ず
鑑
賞
に
重
き
を
お
い
た
句

会
。
俳
句
カ
フ
ェ
は
当
日
発
表
の
席
題
で
投
句
し
て

い
た
だ
き
、
選
者
三
人
の
選
に
よ
る
優
秀
句
と
、
会

場
の
み
な
さ
ん
の
人
気
句
を
披
い
て
い
く
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
参
加
自
由
。
お
時
間
を
調

整
し
て
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
是
非
お
越
し
く
だ

さ
い
。
お
申
込
み
は
事
務
局
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

俳
句
甲
子
園
地
方
大
会
札
幌
会
場
に
は
旭
川
実
業
・

旭
川
東
・
旭
川
西
・
札
幌
西
の
四
校
五
チ
ー
ム
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
あ
り
、
エ
ル
プ
ラ
ザ
に
て
今
年
も
無
事
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
合
同
チ
ー
ム
だ
っ
た
旭

川
実
業
と
の
決
勝
戦
に
て
旭
川
西
が
勝
利
し
、
八
月

の
本
選
へ
駒
を
進
め
ま
し
た
。
作
品
も
然
る
こ
と
な

が
ら
、
今
年
は
各
校
と
も
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
た
い
へ
ん

に
力
強
く
、
良
い
鑑
賞
に
溢
れ
た
大
会
で
し
た
。

日　時：2025年11月30日（日曜日）
　　　　13：00（開場12：50）〜16：00
会　場：かでる２･ ７（730研修室）
会　費：1,000円　（学生は無料）　　
対　象：俳句の好きな方すべて（初心者歓迎）＊定員50名程度
主　催：中北海道現代俳句協会　℡ 011–641–1007

◇作句レクチャー・作句タイム
◇当日発表の席題で一句
◇座談会　五十嵐秀彦・瀬戸優理子・松王かをり
◇カフェ句会 （選句＆講評タイム）
　＊最高点句＆各審査員推し句には賞品有り

＊８月30日開催の俳句研究交流句会にてフライヤー配布＆参加者募集開始予定！　
＊ちょっとしたお菓子を用意しております。お飲み物はご持参くださいませ。
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広
報
部
・
青 

山 

酔 

鳴

編
集
後
記

 

事
務
局
長
・
Ｆ 

よ 

し 

と

事
務
局
便
り


